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資 料

読み解き！

『現代の歴史総合　みる・読みとく・考え
る』（歴総708）p.233に、「全世界の所得

上昇率」という題の図が掲げられている。エコノ
ミストのブランコ・ミラノヴィッチとクリスト
フ・ラクナーが2013年に発表した論文ではじめて
提示したこの図は、世紀転換期に進んだグローバ
ル化の利益が、世界の人々に均等に分配されてき
たわけではないことを示すものとして幅広い関心
を集めてきた。この図が「象のカーブ（エレファン
トカーブ）」と呼ばれるのは、グラフの形状があた
かも象を横からみた形のようにみえるからである。

本稿では、まず「象のカーブ」がどのように作成
されており、何を示しているのかを確認したうえ
で、グローバル化と不平等の拡大に関するミラノ
ヴィッチらの議論を紹介する。その後、「象のカ
ーブ」を理解する際に注意すべきいくつかの重要
な論点について解説する。

「象のカーブ」から何が読み取れるか

この図の横軸は、世界の所得分布の百分位（パ
ーセンタイル）を示しており、左端に世界でもっ
とも所得が低い人々、右端に世界の最富裕層が位
置している。縦軸は、1988年から2008年の実質所
得の累積成長率である。「象のカーブ」の作成にあ

たっては、1988年から2011年のあいだに各国で実
施された約600の家計調査から得られた所得デー
タが用いられている。
「象のカーブ」からは、グローバル化が進む過程

において、世界の所得増加スピードに巨大な格差
が存在してきたことが読み取れる。

まず、所得の伸びが大きかったのはどのような
人々であろうか。 1 つ目のグループは、象の背中
に当たるグラフの中央部（第40百分位点あたりか
らから第60百分位点あたり）であり、20年間に実
質所得が累積で約80パーセント成長している。グ
ローバル化の最大の「勝ち組」といえるこの層を、

ミラノヴィッチらは「新興グローバル中間層」と呼
んでいる。このグループの大部分を占めるのは、

中国、インド、タイ、ベトナム、インドネシアを
はじめとしたアジアの新興経済の人々である。

グローバル化のもう 1 つの「勝ち組」はカーブの
一番右端に位置する世界の最富裕層である。この
グループには先進国の富裕層に加えて、少数なが
ら中国やインドなどの新興経済国の富裕層も含ま
れている。富裕層のなかでも、とりわけ世界の上
位 1 パーセント（さらにその上位 1 パーセント）の
所得増は著

いちじる

しく、その多くをアメリカ人が占め
ている。
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それでは、「象のカーブ」において所得増加が乏
とぼ

しかったのはどのような人々なのだろうか。 1 つ
目のグループは、カーブの左端、象の尾に当たる
世界の最貧困層である。この所得層では、20世紀
末から今世紀初頭の20年間に実質所得がほとんど
増加しておらず、グローバル化の進展による恩恵
をほとんど受けられてこなかったことが示されて
いる。ここに含まれるのは、主としてサハラ以南
アフリカ諸国の人々であると考えられる。

グローバル化の利益が乏しいもう 1 つのグルー
プは、世界の所得の第80百分位点あたりに属する
人々であり、ここでも1988年から2008年までのあ
いだの実質所得増加がほぼゼロとなっている。ミ
ラノヴィッチらの説明では、このグループに含ま
れているのは、北アメリカ、西ヨーロッパ、日本、

オセアニアなど、経済協力開発機構（OECD）に加
盟している古くからの先進国の中間層と労働者層
に属する人々である。ミラノヴィッチらは、このグ
ループを「豊かな世界の下位中間層」と呼んでいる。

なぜ世界の所得上昇率は「象のカーブ」を描くのか

それでは、なぜこのような所得上昇率の違いが
生じたのだろうか。
「象のカーブ」の対象期間である1988年から2008

年にかけての20年間は、冷戦の終結から世界金融
危機（リーマンショック）までの時期に当たり、ミ
ラノヴィッチらは、人類史上もっとも世界経済の
相互依存関係が深まった「高度グローバリゼーシ
ョン」期と位置づけている。この時期には、 2 つ
の大きな変化が生じた。第一に、それまで中央計
画経済によってグローバル市場から比較的隔離さ
れていた中国や東欧諸国が、グローバルな市場経
済の仲間入りを果たした。第二に、情報通信技術
の急速な発展により、先進国の企業は国境をこえ
て生産拠点を移転し、従来は「周縁」と考えられて
きた国々の安価な労働力を利用することができる
ようになった。それらの結果、中国やインドなど

の新興国では急速に経済が成長し、実質所得の大
幅な上昇が実現したことで「新興グローバル中間
層」が誕生した。

その一方で、旧来の先進国の国内においては所
得不平等が急激に拡大した。情報通信技術の発展
や中国の開放などによって安価な労働力が利用可
能になると、先進国内では製造業からサービス業
へと雇用の重心がシフトし、労働組合組織率の低
下もあいまって賃金の下方圧力が強まった。また
資本が国境をこえて容易に移動するようになると、

資本に対する課税はより困難となった。社会主義・
共産主義勢力が力を失うなど、それまで富裕層の
所得増加を抑制してきた政治的制約も弱まった。

そして、そのような格差拡大を背景として、先
進国の一部では反グローバリズムが政治的存在感
を増している。保護主義が第二次世界大戦の遠因
になったという反省から、アメリカは戦後長らく
国際的な自由貿易体制を擁護してきた。しかし、

グローバル化の恩恵を受けられていないと感じる
白人労働者層の支持を得た共和党ドナルド・トラ
ンプが保護主義を掲げて2016年大統領選挙に勝利
したことで、党派をこえて保護主義的勢力の影響
力が強まった。ヨーロッパでも、イギリスのEU
離脱に象徴されるように、反グローバリズムの広
がりとともに各国でポピュリズム的右派勢力が支
持をのばしてきた。

「象のカーブ」に関する諸論点

ミラノヴィッチらが提示した「象のカーブ」は、

グローバル化の進展にともなう成長の不平等を示
すものとして広く関心を集めてきた。しかし、そ
の正確性や包括性、解釈の妥当性に関しては専門
家のあいだでも見解がわかれている。ここでは、

「象のカーブ」を読み解くうえで重要と考えられる
いくつかの論点を紹介する。

第一は、グラフの縦軸が、実質所得の「増加率」
である点である。ベースとなっている1988年時点
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の途上国の所得は先進国と比較して低いため、所
得増加の「絶対額」に注目すると、「新興グローバ
ル中間層」の所得増加は、先進国の中間層におけ
る所得増と比べてもまだまだ小さい。もっとも、

この点に関してはミラノヴィッチらも認めており、

そのうえで人々の認識において重要なのは絶対的
な所得増加よりも相対的な所得増加率であると主
張している。

第二に、ミラノヴィッチらが提示している「象
のカーブ」が、世界の所得増加の実態を十分にと
らえきれていないという批判がある。上述のよう
に、ミラノヴィッチらは各国の家計調査データを
用いて「象のカーブ」を作成している。しかし、聞
き取り調査による家計調査では、とくに富裕層に
おける所得増加の実態を捕捉できていない可能性
が高く、また帰属家賃などを含まないなど包括性
を欠いている。そこで、『21世紀の資本』でも知ら
れるトマ・ピケティらは、所得の実態をより正確
に反映していると考えられる納税記録などの行政
データを利用し、さらに対象期間を2016年まで拡
張した分析を提示している。ピケティらが再分析
した新たな「象のカーブ」では、ミラノヴィッチら
の図と比較してグラフ右端の所得増加が遥かに突
出した形状となっており、きわめて少数のグロー
バル富裕層こそが真の「勝ち組」であることが示さ
れている。

第三に、「象のカーブ」の第80百分位点近辺にお
ける所得増加の停滞が、具体的にどのような要因
で生じているのかをめぐる論争がある。ミラノヴ
ィッチらの主張では、このグループにはアメリカ
をはじめとする先進諸国の中間層や労働者層が含
まれている。しかし、エコノミストのカロリーン・
フロインドらは、グローバル化が先進国の中間
層・労働者層に打撃を与えたという解釈を批判し、

実際には先進諸国の多くで幅広い所得増が実現し
ていると主張する。フロインドらによれば、「象
のカーブ」の落ち込みを生み出している原因は、

グローバル化ではなく、国内的な要因で同時期に
深刻な経済的停滞におちいった日本と旧ソ連諸国
である。その証拠として、日本と旧ソ連諸国を除
外してグラフをつくり直すと、「象のカーブ」はよ
りフラットな形状になると論じている。

おわりに

グローバル化が進む現代の世界で生じてきた巨
大な経済的・社会的変化を 1 枚のグラフに集約し
た「象のカーブ」から、生徒は多くの示唆を得るこ
とができるであろう。しかしながら、本稿で論じ
てきたように、研究者が様々なデータを収集・分
析・加工して作成したグラフであるという性質上、

絶対的な正確性や唯一の解釈を保証するものでは
ないという点にも注意が必要である。提示された
資料から何が読み取れるのかを生徒に考えさせる
とともに、さらに一歩進んで、資料がどのような
データと理論をもとにつくられているのかを調べ、

その限界や改善の可能性などについて考えさせる
ことも、主体的な学びの力をのばすうえで重要で
あろう。
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